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前
町
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都
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岡
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越
前
町
と
福
岡
県
み
や
ま
市

と
の
交
流
に
つ
い
て

　

福
岡
県
み
や
ま
市
（
旧
瀬
高
町
）
と
越
前
町
（
旧
朝
日

町
）
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
幸
若
舞
」
の
縁

で
、
平
成
6
年
7
月
20
日
に
友
好
姉
妹
都
市
と
し
て
姉
妹

縁
組
を
結
び
ま
し
た
。
旧
朝
日
町
は
幸
若
舞
の
発
祥
地
で
、

幸
若
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
龍
生
寺
を
始
め
、
幸
若
家
の
歴

史
を
伝
え
る
古
文
書
や
物
語
を
読
み
物
に
し
た
「
舞
の
本
」

な
ど
、多
く
の
資
料
や
文
化
財
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

旧
瀬
高
町
は
全
国
で
唯
一
残
っ
て
い
る
幸
若
舞
の
伝
承
地

で
す
。
昭
和
51
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指

定
を
受
け
、
昔
の
姿
そ
の
ま
ま
に
、
毎
年
1
月
20
日
に
大

江
天
満
神
社
の
舞
堂
で
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

幸
若
舞
に
つ
い
て

　

幸
若
舞
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
能
と
並
ん
で

武
家
達
に
愛
好
さ
れ
た
芸
能
で
あ
り
、
武
士
の
華
や
か
で

哀
し
い
物
語
を
主
題
に
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ
が
共
鳴

を
得
た
こ
と
か
ら　
隆
盛
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
ノ
谷
の
合
戦
の
平
敦
盛
と
熊
谷
直
実
の
『
敦
盛
』
な
ど

は
特
に
好
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
幸
若
系
図
」
に
よ
れ
ば
、

幸
若
舞
曲
を
創
始
し
た
の
は
源
義
家
か
ら
7
代
後
の
桃
井

播
磨
守
直
常
の
孫
、
直
詮
と
さ
れ
、
幼
名
を
幸
若
丸
と
い

っ
た
こ
と
か
ら
幸
若
舞
の
名
が
出
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

幸
若
丸
は
越
前
国
丹
生
郡
西
田
中
村
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
父
の
没
後
、
比
叡
山
の
稚
児
と
な
り
ま
し
た
。
生
ま

れ
つ
き
歌
舞
音
曲
に
優
れ
た
才
能
が
あ
り
、
草
子
に
節
を

つ
け
て
謡
っ
た
の
が
評
判
に
な
っ
て
幸
若
舞
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

児
童
交
流
事
業
に
つ
い
て

み
や
ま
市
に
つ
い
て

　

福
岡
県
み
や
ま
市
は
、
平
成
19
年
1
月
29
日
に
瀬
高
・

山
川
・
高
田
の
3
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
す
。
人

口
は
約
3
万
7
千
人
、
面
積
約
１
０
５
㎢
、
福
岡
県
の
南

端
に
位
置
し
、一
部
が
熊
本
県
に
接
し
た
地
域
で
す
。
東
部

は
清
水
山
、
御
牧
山
な
ど
の
丘
陵
や
山
系
が
連
な
っ
て
い

ま
す
。
西
部
は
有
明
海
の
干
拓
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
低
地

が
あ
り
、
全
体
と
し
て
平
坦
な
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
主
な
産
業
は
農
業
と
漁
業
の
一
次
産
業
で
、
み
か

ん
や
セ
ロ
リ
、
ナ
ス
、
海
苔
が
有
名
な
特
産
品
で
す
。

▲みやま市章

▲みやま市シンボル
　マーク

▲みやま市マスコット
キャラクター『くすっぴー』

▲幸若舞の披露（みやま市）

　

越
前
町
と
み
や
ま
市
は
、
毎
年
児
童
交

流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
対
象

者
は
町
内
8
つ
の
小
学
校
に
在
校
す
る
5
・

6
年
生
の
児
童
で
す
。
参
加
者
は
秋
に
み

や
ま
市
へ
2
泊
3
日
間
滞
在
し
、
み
や
ま

市
の
児
童
と
一
緒
に
花
火
作
り
や
、
幸
若

舞
の
鑑
賞
、
清
水
山
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な

ど
を
通
じ
て
、
み
や
ま
市
に
つ
い
て
学
び
、

交
流
を
深
め
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
に
は
み

や
ま
市
の
児
童
が
越
前
町
を
訪
れ
、
越
前

焼
体
験
や
太
鼓
体
験
、
雪
遊
び
な
ど
越
前

町
を
満
喫
し
ま
す
。
こ
の
と
き
は
越
前
町

の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
み
や
ま
市
の
お
友

達
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
遠
隔
交
流
を
令

和
3
年
1
月
31
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
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